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Ｈ２９  徳島県高校入試問題 

 

１． 

（１）９÷（－３）＝－３ 

 

（２） 

 

（３） 

 

（４） 

 

 

 

 

 

 

（５）方程式 ｘ＋２ｙ＝ａ  のグラフは点（２，１）を通るので代入して 

 

              ２＋２＝ａ    ａ＝４ 

 

              ｘ＋２ｙ＝４     ｙ＝０のとき   ｘ＝４   （４，０） 

 

（６）１０円、５０円、１００円の硬貨が１枚ずつある。 

      同時に投げるとき表２枚、裏１枚となる確率 

 

 

 

 

 

 

－ ２ × － ３ ＝ ６

ｘ＋５ ｘ－４ ＝ｘ２＋ｘ－２０

二次方程式 ｘ

ｘ＋４

ｘ＋４＝０

ｘ＝－４

２＋８ｘ＋１６＝０

２＝０
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（７）最低気温の最頻値は２～４の階級なのでその階級値で３ ３°Ｃ 

 

（８） 

       向かい合う角なので∠ＡＤＦ＝６０° 

 

       錯角より∠ＥＡＤ＝４０° 

       二等分しているので∠ＦＡＤ＝２０° 

 

       ∠ＡＦＤ＝１８０－６０－２０＝１００° 

 

（９）底面積は 

 

 

 

      側面積は           ８×（１３＋５＋１２）＝２４０ 

 

      表面積は   ３０＋３０＋２４０＝３００     ３００ｃｍ２ 

 

（１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２× ５

２
＝３０

ｘ＋ｙ＝７

ｘ－ｙ＝３

ｘ＋ａｙ＝１

２ｘ＝１０

５＋２ａ＝１

ｘ＝５

ｙ＝２

２ａ＝－４

ａ＝－２
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 ２． 

（１） 

 

 

 

 

 

 

（２） 

   （ａ） 

      ３７×３３＝（３５＋２）（３５－２） 

 

                ＝ 

 

 

 

   （ｂ）２桁の自然数 十の位・・・ａ 

                       一の位・・・ｂ，ｃ     ただしｂ＞ｃ 

                                                    ｂ＋ｃ＝１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だから（十の位の数）と（十の位に１を加えた数）の積を１００倍した数と

２５との和になる。

１０ａ＋５ ２

＝１００（ａ

＝１００ａ２＋１００ａ＋２５

２＋ａ）＋２５＝１００ ａ ａ＋１ ＋２５

＝１２００＋２５－４＝１２２１

３５２－４

二桁の自然数の積は

また、十の位が同じで一の位が５である二桁の自然数は

したがって１０ａ＋ｂは１０ａ＋５より

１０ａ＋ｂ

ｂ＋ｃ＝１０よりｃ＝１０－ｂだから

１０ａ＋ｂ

＝

＝

１０ａ＋５＋ ｂ－５

１０ａ＋５

１０ａ＋ｃは１０ａ＋５より

１０ａ＋ｃ

１０ａ＋ｃ

２－ ｂ－５

（１０ａ＋ｂ）（１０ａ＋ｃ）

＝

＝

２

１０ａ＋５

１０ａ＋５

１０ａ＋５ － ｂ－５

で計算できる。

ｂ－５大きく

５－ｃちいさいので

＋

＋

ｂ－５

ｂ－５

１０ａ＋５ － ５－ｃ

１０ａ＋５ － ５－ｃ

１０ａ＋５
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 ３． 

 （１）ｘ軸に関して線対称なので 符号を変えて 

 

 

 

 

 （２） 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

 

 

 

 

 

 

（４）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｙ＝－
１

４
ｘ２

直線ＢＣの式は

傾きは ８

８
＝１

Ｂ（－２，１），Ｃ（６，９）をとおるので

ｙ＝ｘ＋ｂとおいて

９＝６＋ｂ ｂ＝３ よってｙ＝ｘ＋３

ｙ＝ｘ＋３

ｙ＝－ｘ＋５

０＝２ｘ－２

２ｘ＝２

ｘ＝１ ｙ＝４ （１，４）

ｘ＝６のとき

ａの取り得る範囲は

ｙ＝

＝９

１

４
× ６

－６≦ａ≦０

また、最小値が０なので

２

△ＡＯＣ＝

ｙ＝ｋの直線が二等分するとすると

相似な三角形の比より

１２× ９

２
＝５４

１

２

４ｋ

ｋ

×

ｋ＝

２

２

４

３

＝１６２

＝

９ ２

２

１６２

４

ｋ× ｋ＝２７
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ｙ＝
９ ２

２
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４． 

 

 

（１） 
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        ａ－（１８０－２ａ）＝ａ－１８０＋２ａ 

 

                             ＝３ａ－１８０      ３ａ－１８０ 

 

（２） 

△ＡＢＣ相似△ＢＣＤより 

 

                ９：６＝６：ｘ 

 

                ９ｘ＝３６ 

 

                  ｘ＝４ 

 

 

（３）上下に円錐がくっついた立体となる その上半分の立体は 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）△ＡＢＥと△ＦＣＥにおいて 

      中点より    ＢＥ＝ＣＥ・・・・・・・・① 

  対頂角より   ∠ＡＥＢ＝∠ＦＥＣ ・・・・・② 

  錯角より     ∠ＡＢＥ＝∠ＦＣＥ・・・・・③ 

  ①②③より １組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので 

               △ＡＢＥ≡△ＦＣＥ 

 

５． 

（１）５６０００：１２＝２７０００：ｘ 

 

５６０００ｘ＝２７０００×１２ 

 

 

 

 

３

Ｖ＝

７２π× ３＝１４４π

２＋ｒ

１

３
π× ７２× ３＝７２π

２＝９２ ｒ２＝７２

ｘ＝
２７０００× １２

５６０００
＝
２７× １２

５６
＝
２７× ３

１４
＝
８１

１４
＝５．７８＝５．８ｍｌ
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（２）残った水の量は水槽の半分であるから  π×２０×２０×１５＝６０００π 

                                          ＝６πｌ 

      ２７－６π （ｌ） 
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（３）必要な水面の縦ｘｃｍとすると ５０ｘ＝５０×４０ 

 

                                       ｘ＝４０ 

 

      このときの水面の高さはｈｃｍとすると   相似比より 

 

           ２：３＝ｈ：４５ 

 

               ３ｈ＝９０ 

 

                 ｈ＝３０ 

 

       よって水の量は  

 

 １

２
× （４０＋２０）× ５０× ３０＝４５０００ ４５ｌ


